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はじめに
韓国の西海岸に全羅北道、群山市がある（図
1）。現在の人口は、約 27万人で、1945年の植民
地解放以後は、開発の遅れた一地方都市である。
しかしこの地は、1899年の群山港開港から 1945
年の植民地解放までの間、日本人入植者によって
近代的な開発が行なわれた都市であった（写真
1、写真 2）。
市街地には碁盤の目のように正確に区画された
道路、鉄道の駅、学校、病院、図書館、銀行、神
社、寺、教会、映画館、百貨店、商店、競馬場な
どがつくられ、郊外には飛行場も設けられた。
こうした開発が行なわれた背景には、群山を含
む錦江両岸の湖南平野が韓国有数の穀倉地帯とな
ったことがある。錦江という大河川の豊富な水源
を利用し、農場開発、経営が日本人を中心に行な
われ、群山はそこで産出された米の移出地として
繁栄したのである。群山に定住していた日本人
は、最盛期（1934年）には約 9400人で、市内在
住全人口の 3分の 1以上をしめた。
しかし、第二次世界大戦の日本の敗北により、
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図 1 群山の位置
写真 1 現在の群山市内（1） 2012年 3月
写真 2 現在の群山市内（2） 2012年 3月
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この地に暮らしてきた日本人は、群山生まれの日
本人も含めて、日本に強制的に引揚げさせられる
ことになった。彼らは現金 1000円と手荷物だけ
をもって、すべての土地家屋財産を置いていかな
ければならなかった。
日本人が引揚げたあと群山市街地には新たに韓
国人が流入し、新しい住民を招きいれた群山の街
は、時代とともに変容を遂げた。ただし、一方
で、解放後は開発が遅れたため、取り壊されずに
すんだ建造物も多くあり、それらは「負の遺産」
として人々から長年意識されてきた。
しかし、近年、この残された建造物に「近代文
化歴史遺産」としての価値を見出し、町並みや建
造物の保存を行なおうという動きが見られるよう
になり、2009年には、「近代産業遺産活用芸術創
作ベルト化事業」が行なわれることになった。
これは、近代の文化、産業遺産を保存して、文
化や芸術の創作空間として活用し、地域文化振興
と観光資源としての活用を目的とした国家事業
で、政府の文化体育観光部によって選定され、
2012年までに 100億ウォン（国費 50億ウォン、
道費 5億ウォン、市費 45億ウォン）が投入され
た。この事業によって群山の「負の遺産」は、
「近代文化歴史遺産」として今後も保存・活用さ
れることとなり、歴史博物館もつくられた。
こうした「負の遺産」の「近代文化歴史遺産」
化のシンボル的な存在が、群山市の新興洞にある
「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」である。ただ
し、この家屋やその住人に関する詳細は、建てら
れた背景や施主の名前でさえも韓国側には正確な
情報がない。
筆者は、現在まで、群山出身の日本人の同郷団
体「月明会」1）の会員を中心に引揚者の聞き取り調
査を行ってきた。その中で、「新興洞日本式家屋
（旧広津家屋）」（以下、広津家屋と称する）の居
住者であった広津吉三郎氏の孫の広津昌平氏に会
い、広津家の歴史やライフストーリーを聞くこと
ができた2）。彼はまさに群山のこの家で生まれ、
小学校 4年生のときに日本に引揚げたのである。
本稿は、この広津家屋と広津家の歴史について
の筆者による調査成果をまとめたものである。
1．「新興洞日本式家屋」の現在
広津家屋は全羅北道群山市新興洞 58−2にある
（図 2）。延べ面積 276.76 m2、建築面積 216.86 m2、
木造 2階建てである（図 3、図 4、図 5）。3）
この家屋は解放後、「敵産家屋」4）として旧湖南
製粉社長名義になり、その後、韓国製粉の所有と
なったが、誰も住んでいなかった。
2005年 6月 18日、第 183号登録文化財の指定
を受け、「群山新興洞旧広津家屋」と称された。
そして、2009年 9月 1日に現在の名称「群山新
興洞日本式家屋」に改められた。映画「将軍の息
子（ ）」、「タッチャ（ ）」などの撮
影に使われたことでも有名である。
数年にわたり補修修理が大規模に行なわれ、現
在は公開されているので誰でも自由に家屋の中を
見学できる（写真 3、写真 4、写真 5、写真 6、写
真 7）。玄関の門の前に案内板があり（写真 8）、
韓国語、英語、日本語、中国語で説明が書かれて
いる。日本語の説明文は、次のとおりである。
群山 新興洞日本式家屋
①
この家屋は日本占領期に群山永和洞で布売りで
②
あった日本人の広津継伊三郎が建てた家屋であ
る。広津は大地主の多かった群山では稀に商売
③ ④
で富を築き上げ、臨陂辺りで小さい農場を経営
しながら府協議会の議員を勤めていた人物であ
る。この家屋は日本式住宅の特性がよく保存さ
─────────────────────────────────────────────────────
１）月明会は、植民地時代に群山に作られた小学校、中学校、女学校などの名簿をもとに生み出された組織で、1967
年に京都で第 1回全国総会が開かれた。その後、活動が続けられたが、1997年以後は全国大会は開かれず、一
部の地方組織で会合が開かれるのみである。なお、会の名称は、群山にある月明山という山の名前からつけられ
た。
２）広津昌平氏には、2012年 1月 7日、広津氏の居住地である広島市にてインタビューを行なった。
３）『近代文化の都市 群山』（群山市文化・観光支援総合調査 3、群山市、2007年、韓国語）による。なお、同書に
は、この家屋が建てられている敷地の総面積は記載されていないが、広津昌平氏によると 1000坪程度とのこと
である。
４）敵産家屋とは、植民地時代に日本人によって建てられた建造物に対する韓国側による名称。
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れている。（下線は筆者による）
この説明文には誤りがあると、下線の部分につ
いて広津昌平氏は次のように指摘する。
① 布売りをした事実はなく、米穀商であった。
② 広津継伊三郎という名前の人物は存在してお
らず、建てたのは、「広津吉三郎」であった。
③ 臨陂辺りではなく聖山面辺りであり、現在も
聖山面には広津家が経営していた農場の事務
所の建物が残っている。
④ 小さい農場ではなく大きい農場であった。
韓国では、戦前の広津家屋に関する資料がなく
このような誤りが説明文になっている。戦前の複
数の月明会会員の証言でも、広津家の農場の規模
図 2 旧群山市街地と新興洞日本式家屋（旧広津家屋）
＊作成：藤井設備設計事務所
図 3 「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」配置図 2012年 3月現在
＊作成：藤井設備設計事務所
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図 4 「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」平面図（1階） 2012年 3月現在
＊作成：藤井設備設計事務所
図 5 「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」平面図（2階） 2012年 3月現在
＊作成：藤井設備設計事務所
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写真 3 「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」（右側）。
左上に「登録文化財 第 183号 群山 新興
洞日本式家屋」の看板がある。 2012年 3月
写真 4 「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」玄関
2012年 3月
写真 5 「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」庭園
2012年 3月
写真 6 「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」廊下
（垂木は丸い自然木を多数調達したもので、趣
向を凝らした天井となっている）。
2012年 3月
写真 7 「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」1階
2012年 3月
写真 8 「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」の門と案
内板 2012年 3月
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は決して小さいものではなかったとされている。
2．広津吉三郎と広津家屋
この家屋の「家長」であった広津吉三郎氏の長
男菊一氏（1901～2000）は、引揚げ後、自分の父
親のライフヒストリーを口述しテープに録音して
いた。菊一氏の没後、次男（吉三郎氏にとっては
孫）の広津昌平氏がそのテープの存在を思い出し
てテープを聞き、その内容を書き起こした資料を
作成した。以下、この資料を同氏の許しを得て引
用する（原則として、資料原文を掲載している
が、わかりやすくするために、資料性を損なわな
い範囲で加筆や削除を行なっている）。
広津吉三郎（1878～1949）経歴
1878年（明治 11）6月 24日、父 梅次郎、母 シ
しんち
ズの三男として、山口県熊毛郡新市（平生
町）で生まれる。父梅次郎は、新市から曽
根村水場までの一帯で大きな塩田を経営し
ていた。
1892年 14歳のとき、父梅次郎の命により、釜
山市の藤井良助に嫁した姉（梅次郎長女）
の様子を見るため釜山に渡った。
お ごう
山口県熊毛郡麻郷戎崎から小舟で出航。
このときは悪天候が続き、風待ちのため下
関で約 2週間待機した。下関から釜山まで
の実際の渡航は 1日だったが、自宅を出て
から結局、1カ月近くを要した。
釜山の姉は、堺と九州五島列島との間を
運航する廻船店を営んでいたが、これを 2
年間手伝い帰国。
1895年 17 歳のとき、日清戦争（1894～1895）
のために釜山総領事館（館長は後の衆議院
議長、総理大臣の幣原喜重郎）が朝鮮語の
通訳を募集していたので、2年間の経験し
かなかったが応募して採用された。しかし
平壌で仕事中に脚気を患い、仁川まで戻
る。療養中に終戦を迎え、釜山の姉宅に立
ち寄り、程なく日本へ帰った。
2年間、平生で家業を手伝っていたが、
広い大陸を見たので、どうしても狭い日本
より、広い外地で活躍したくなり、再び釜
山に渡った。
釜山ではどんな商売をすべきか考え、悩
んだ末、「米と薪炭は毎日要る品だ。しか
し、米の方は保管の倉庫に金がかかる。そ
んな金はない。ならば薪炭のほうをやろ
う」と薪炭業を始める。
当時は、盆、暮れの支払い、即ち、掛売
りが普通の時代だったが、仕入れ、販売と
も現金払いの商いとし、低価格販売を行な
った。しかも、炭俵や、縄、七輪までも下
取りをする新商法を考案。これが効を奏
し、商売は大繁盛した。
1897年 19 歳のとき、井原タネと結婚。同年、
高齢となった父梅次郎を日本から呼び寄せ
同居。父の塩田経営は番頭の岩根氏に委
託。
1899年 父梅次郎が当時流行の疫病のため急死。
1900年 吉三郎の兄、丑之助も同じ疫病で死亡。
1901年 長男菊一誕生。
釜山南浜で大火があり、店が焼失。当時
は火災保険制度もなく、無一文状態とな
る。
藤井の姉は、父梅次郎から結婚するとき
大金をもらった恩もあるので、資金を出し
てやろうと言ってきたが断り、姉の娘（吉
三郎の姪）の嫁ぎ先、徳永伊三郎の誘いも
あり、群山へ転居した。
1904年 日露戦争勃発。
諜報員として徴兵され、南浦、平壌、鴨
緑江、満州奉天、ロシア国境まで進出。
二人一組で、敵の塹壕跡に潜み、敵軍の
動静を偵察するのだが、寒さが辛かった。
1905年 27歳のとき、本隊の将校と出会い「も
う戦争は終っとるぞ」と言われ、除隊、群
山に帰る（1905末～1906頃）。
このとき、徴兵時に掛けた生命保険金の
450円を受取った（当時は米 1俵が 4円だ
った）。さて、何をしようかと思っていた
とき、韓国人の金さんという大地主から、
自分も出資するから一緒に米の仲買をやら
ないかと誘われ、米穀貿易商を始めた。店
の名称は「吉 広津吉三郎商店」とした。
事務は韓国の人が、技術面は日本人の岩岡
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氏が担当した。この頃の自宅と店は全州通
りにあった。
経営方針としては、社員が誇りを持ち喜
んで働いてくれる店を目指した。たとえ
ば、ふつうに考えると従業員が 10人要る
ところを、優秀な人材を 2割減の 8人だけ
雇う。その代わり、優秀な人材だから 8人
の給料を 2割増しで支払う。そうすると、
社員は誇りを持ってよく働き、10 人雇っ
た以上の効果が出る。結果として店主、店
員、双方が幸せになるという考え。
〔昌平註〕
例えば、年収 100万円の者を 10人雇うと 100
×10＝1,000万円要る。ところが、2割減の優秀
な者 8人を雇い、2割増し払うと 100×1.2×8＝
960万円となり、雇用主、使用人、双方の得に
なる。
当時は 1,000円あれば家一軒買えるという時
代。何万円も儲け、銀行からは 30 万円まで
（現在の 60～70億円相当か）は無担保、無保証
で貸してもらえるまでになった。
1910年 次男栄次誕生。
1913年（大正 2）妻タネ死亡。
1917年 清地リカと再婚。
1919年 三男三郎が生まれるが、三日後に死亡。
1923年 長女治子誕生。
1931年（昭和 6）大島銀行の頭取（山口県大島出
身、大島銀行オーナー）から、「自分は高
齢になり日本へ帰るので新興町（現、新興
洞の広津家屋）の土地を買ってほしい。し
かも、金はすぐでなくともよいから」と懇
願された。そこまで言われるのならば、と
買うことにした。
〔昌平註〕
当時の銀行は個人経営者が多かった。
その際、この地の近くにあった群山の警
察署が別のところに移転し、更地にするの
で、残土を捨てさせてくれないかというこ
とで、これを受け入れて敷地を少し地上げ
した。
1934年「米穀統制法」により、米の自由販売が
出来なくなった（米は政府による配給制に
よって販売されることになった）ため廃
業。農場経営を始めた。
この際も、農家の収入を安定化させるた
めに、たとえば、稲の苗は農場主側で予備
の苗床を作っておき、冷害、虫害で被害が
出てもすぐに救済できるようにした。ま
た、農閑期でも雇用と収入が得られるよう
に、新型脱穀機を積極的に導入し、これを
販売、または貧しい人には貸与して、雇用
と収入が増大するようにした。
1935年 新興町の家が完成した。職も、農場経営
に変えたので全州通りから新興町に引越し
た。
隣家の石油店から出火。吉三郎、菊一と
も留守であったが、幸い、新築時に担当し
た畳屋、家具屋が駆け付け、協力してく
れ、類焼は免れた。この驚きと、この頃、
陸軍の大演習で軍人を強制的に宿泊させら
れた騒動が重なり、長男菊一の妻喜美子は
道立病院に入院、孫昌平を早産した。
1944年 次男栄次が 34歳で病死。
1945年 第二次世界大戦が日本の降伏で終戦。
9月に日本へ引き揚げさせられた。引揚
げの際、釜山港で乗船手続中、混雑に紛れ
て吉三郎のリュックサックだけが何者かに
盗まれた。この中には、家族中で一番重要
なものが入っていたので被害甚大。
吉三郎は、釜山での大火による類焼と、
この被害とで、二度丸裸になった。
1949年 1月、山口県熊毛郡平生町田名の村営住
宅にて病死。71年の生涯を終えた。
吉三郎が生前、西本願寺群山別院の門徒
総代として多大な貢献をされたとして、葬
儀には京都西本願寺から、わざわざ、交通
不便な山口県平生町の片田舎まで、高名な
僧侶（名前は失念）が来て読経した。戒名
弘願院釈光顕居士「俺がもう少し若かかっ
たらなあ…」が最後に孫の昌平に語った言
葉だった。
（無念の涙をのんで死したることこそ哀しけれ。
〔昌平感想〕）
〔エピソード〕
① 長男菊一の妻、喜美子懐旧談。17歳で広津
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家に嫁に来て以来、義父吉三郎からは一度も
怒られたことはなかった。
② 妻リカの甥、清地岩男懐旧談。大学生時代、
広津に遊びに行き、客用手洗いを出た所で手
を振ったら床に水が散った。少しあとで、通
りかかったリカ叔母が「こんな所に水をこぼ
したのは誰ね！」と怒った。あまりの剣幕
に、黙っていたら、通りかかった吉三郎叔父
が「わしじゃ、わしがした」と言ってくれた
この一声で、当時、主人には従順な妻のリカ
叔母は沈黙した。
吉三郎法要のとき、岩男は仏壇の前で、あ
のときは本当に悪かったと掌を合わせてい
た。
③ 敗戦直後、無政府状態となり、広津農場付近
を管轄する駐在所の警官が吉三郎本宅に匿っ
てほしいと、いち早く、逃げ込んで来た（彼
は職務上、広津は現地人から慕われており、
安全であるとの情報を得ていたからだと思
う）。
敗戦直後、群山地方の政治結社のボスにな
った、元従業員の韓国人が吉三郎を訪ねて来
て、「広津には指一本触らせないようにする
が、もしも、暴徒に襲われたら、抵抗せず、
自分にそっと連絡して下さい」と言ってくれ
た。
④ 群山を引揚げる際、元広津家の女中さん（朝
鮮人）が駅に弁当を持って来てくれた（当
時、日本人に親切にするのは、逆に、朝鮮人
から迫害を受けかねない雰囲気）。
⑤ 知人、友人たち（朝鮮人）が、多額の餞別を
集め、引揚げるときくれた。
2010−6−24孫 昌平 記
以上が広津吉三郎氏の経歴であり、日本を発っ
て朝鮮半島に渡り群山に定住するに至ったもの
の、敗戦で日本に戻らざるを得なかったありさま
が孫の昌平氏によって簡潔にまとめられている。
3．昌平氏による語り
以下は、広津吉三郎氏の孫、広津昌平氏にイン
タビューした際の、広津家屋に関しての語りであ
る。
広津吉三郎の娘が米寿の記念にどうしても群
山に行きたいということで、その群山訪問に孫
である自分が同行した。現地に行って初めて家
が残っていることを知り、驚いて訪ねてみた。
しかしあまりの変貌ぶりにまた驚いた。いま残
っているこの家屋は広津家のものではないし、
施主が建てたものとは庭も含め原型をとどめて
いない部分も多い。
吉三郎の趣味はカメラで、自らが撮影した施
工当時の貴重な写真がいまも残っている。現在
との大きな違いは、塀の色で、広津邸は白壁で
あったこと（現在は、レンガ色に塗られてい
る）、門にも現在は水色のペンキが塗られてい
るが当時は木の色のままであったことなどだ。
他にも庭の松の木、石橋、灯篭が無くなってい
るし、敷石が荒れているなど、かなり変わって
いる。当時は、自動車ではなく人力車の時代
で、いま見ると意外に家の前の道路が狭いと感
じた。
なお、韓国式の床下暖房設備オンドルは建設
当初から一部屋あったものである。電気の設備
も最新で、たとえば 2階に上がるとき階段下で
電灯のスイッチを入れても 2階でそのスイッチ
を切ることができた。
敷地内に空き地が多いのは、祖父が建てたこ
ろは子供も長男以外独身だったので、将来、子
供達が分家したら、同じ敷地内に別棟を増築で
きるようにと考えていたようだ。そうこうする
うちに戦争が始まり、リュックサックひとつで
日本に帰らされてしまった。
終戦がもっと引き伸ばされていたら広津家屋の
別棟が存在したともいえる。広津家の人々の終の
棲家として 3年以上の歳月をかけ趣向を凝らし建
てられた広津邸に、広津家の人々は日本の敗戦に
よって 10年しか住むことが許されなかったので
ある。
結びにかえて
以上、韓国・群山の「近代歴史文化遺産」であ
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る「新興洞日本式家屋（旧広津家屋）」をめぐり、
この家屋の居住者であった広津吉三郎氏・広津家
について紹介してきた。本稿で紹介した資料以外
にも、広津家には、菊一氏が群山の思い出を書き
綴った書簡や菊一氏とその長女が記憶にもとづい
て描いた植民地時代の群山の地図などが存在して
いる。これらの資料については、続稿で報告する
予定である。
また、筆者は月明会の聞き取り調査を通じて、
群山から引揚げた広津家以外の多くの日本人から
も資料提供を受けている。これらについても、今
後、分析と報告を進め、植民地都市群山の社会史
を明らかにしていきたい。
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Social history of a colonial city, Gunsan (1)
──History of the Japanese House in Sinheung-dong
(formerly called the Hirotsu House) and the Hirotsu Family──
ABSTRACT
Gunsan City in Jeollabuk-do is located on the west coast of South Korea. With a
population of 270,000, this city was merely a local town after liberation from Japan’s
colonial rule in 1945. The area was developed by Japanese colonists in 1899, when
Gunsan Port was opened.
At that time the Honam Plain including Gunsan was a major granary of the coun-
try. Japanese colonials used for their farms the abundant water resources of the Geum-
gang River running through the plain. Gunsan thrived as it was located in the middle
of the rice trade route. Japanese colonists who settled in Gunsan constituted more than
one-third of the population.
However, those Japanese were forced to pull out in the wake of Japan’s defeat in
World War II, leaving behind all their property.
What followed was an influx of Korean into the urban district in Gunsan, and the
city changed through time with new Korean communities. However, because of a delay
in the region’s development, quite a large number of old Japanese buildings remained,
without being demolished. These remaining buildings have for decades been considered
“negative legacies”.
Recently an attempt to preserve this historic architecture as a “modern cultural &
historical heritage” has been gaining momentum, and in 2009 the government estab-
lished a project named the “Belt Zone Promotion of Modern Industry, Heritage and Ar-
tistic Creation” to preserve and utilize those so-called “negative legacies” in Gunsan.
A symbol of this transformation is the Japanese House in Sinheung-dong (the for-
mer Hirotsu House). Although it was designated as a protected property of South Ko-
rea, the country has little accurate information about the house and its former residents.
I have interviewed returnees, mainly members of the “Getsumei-kai”, a group of
Japanese returnees from Gunsan. Through a series of interviews, I was fortunate
enough to meet Mr. Shohei Hirotsu, one of the grandsons of Mr. Kichisaburo Hirotsu.
The present report was compiled from this research, and from hearing about the history
of the Hirotsu House.
Key Words : colonial city, Gunsan, modern cultural & historical heritage, Japanese
House in Sinheung-dong
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